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①教育・保育施設や地域の子育て支
援事業等を円滑に利用できるよう、
子育て相談事業（利用者支援事業）
を早期に開始する。
②保育所等の定員見直し等により、
教育・保育の提供体制を確保すると
ともに、放課後児童クラブの未設置
校区への設置を促進し、数値目標の
達成を目指す。
③次世代育成支援後期行動計画か
ら引き継ぐ施策を推進し、安心して子
育てできる環境づくりに取り組む。

①子育て相談事業については、５月中に委託
先事業者の公募を行い、早期の開始を目指
す。
②教育・保育の提供体制の確保については、
既存の認可保育所等との定員協議を行うとと
もに、認定こども園の設置状況等を踏まえ、必
要に応じて地域型保育事業の検討を行う。ま
た、放課後児童クラブについては、地域の新設
意向がある小学校区等で利用希望のアンケー
ト調査を実施するとともに、保護者や地域との
協議を行い、次年度からの開設を目指す。
③結婚から子育てまでの切れ目のない支援を
行うため、関係団体によるネットワークづくりを
推進するとともに、総合的なホームページによ
る情報提供の充実を図る。また、「八代市要保
護児童対策地域協議会」の連携強化を図ると
ともに、必要に応じて「個別ケース検討会議」を
随時開催し、適切な対応に取り組む。さらに
は、健診未受診の家庭への対応について、健
康推進課と連携した調査を行い、安全確認の
徹底を図る。

平成２７年度　目標管理シート　（課別組織目標）

課かい名 課かい長名

組織目標

・子育てに係る保護者の経済的負担の軽減を図り、子育て環境の整備を進めます。
・保育の量の拡大や質の確保、地域の子ども・子育て支援の充実に向けた取組みを推進します。
・一人ひとりの子どもを大切にする保育を実践するとともに、安心安全な保育を提供します。
・仕事と子育ての両立を支援するため、保護者の多様な就労形態に対応できる保育環境の整備を推進します。

課重点事業 ①具体的目標（当該年度で、何を（どのよう
な現状を）どのような状態にするのか）

②課題、特記事項等

具体的目標を達成するための
具体的な方法、手段、スケジュール等

・上半期（４月～９月）における進捗状況（活動
　実績等）
・下半期（１０月～３月）に向けた課題等

中
間
進
捗
度

・目標達成のために行った取組（活動実績等）
・その取組による効果(達成できなかった事由
  、理由等)

達
成
度

①具体的目標（次年度において、どのよう
　な現状をどのような状態にしたいのか）

②課題、特記事項等

目標の達成状況（3月末時点見込）

変更内容

中間レビュー　（10月1日時点） 次年度に向けて（引継ぎ事項）
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号・支所重点事業
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こども医療費助成
の対象年齢の拡充
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今年度から小学６年生までに対象年
齢を拡充したこども医療費助成につ
いて、さらに子育て世帯の経済的負
担の軽減を図るため、財政状況等を
踏まえながら最終目標である高校３
年生までの引き上げについて検討
し、今年度中に一定の結論を得る。

○１１月ごろまでに、今回小学６年生まで拡充
したことによる影響額を把握するとともに、国保
の決算データを基に、さらに対象年齢を拡充し
た場合の影響額等を精査する。また、高校生
の受給資格等について、先進自治体の取扱い
を調査し、それらを基に次年度の方針を決定
する。
○次年度拡充する場合は、その準備経費を１
２月補正予算に計上し、準備を進めるととも
に、３月議会に条例改正や当初予算の提案を
行う。
○県に対しても、あらゆる機会を通して、補助
対象者（０歳～３歳及び多子世帯は入院のみ６
歳まで）の拡大を働きかけていく。
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体力が向上している中学・高校生の
時期は、ケガ等は別として、病気等に
よる医療機関受診は小学生と比較す
ると減少し、財政上の負担も予想より
も少ないと推測される。
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子ども・子育て支
援事業計画の推進
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②放課後児童クラブの新設に当たっ
ては、支援員や小学校の余裕教室を
含めた実施場所の確保が必要であ
る。
③喫緊の課題である少子化問題に
対応するため、結婚から子育てまで
の一貫した切れ目のない支援を実施
することが重要である。また、児童虐
待に関する通告件数が増加傾向に
あり、関係機関との連携を強化し、早
期発見と早期対応に努める必要があ
る。
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①延長保育や土曜日の一日保育な
どの保護者の多様な保育ニーズに柔
軟に対応していくとともに、効率的な
保育所運営を行っていくため、今年
度から八代市立北新地保育園を民
営化したが、そのアフターフォローを
行うとともに、効果を検証し、今後の
民営化につなげる。
②平成26年3月31日をもって廃園した
八代市立日奈久若竹保育園につい
て、「未利用等の市有資産の活用指
針」に基づき、その有効活用を図る。
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①公立保育所の民営化等を進める
に当たっては、保護者や地域の理解
を得る必要がある。
②園庭については、地域からの要望
を受け、グラウンドゴルフ等での利用
を可能にしている。また、利用してい
ない施設であっても、セキュリティの
ための維持管理経費が必要となって
いる。
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①○市職員が民営化後の園を月１回程度訪問
し、園の運営や保育の実施についてのアフ
ターフォローを行う。
○６月と１０月の年２回のアンケート調査を実
施し、民営化後の保育について、保護者の評
価を確認し、その効果を検証する。
○アンケート調査の結果を踏まえ、１月を目途
に他の保育園の保護者等への説明会を実施
する。
②○５月中に他課に照会を行い、他の事業で
の活用の可能を確認する。
○活用の希望があった場合は、当該課と連携
して跡地活用を進める。
○活用の希望がなかった場合は、６月に地域
との協議を行うとともに、８月を目途に公募等
の手続きを行い、地域住民の意向も踏まえな
がら今年度中に活用策を決定する。
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①子どもの発達過程や心身の状況
に応じた質の高い保育を実施する。
②子どもの安心安全な保育のため、
事故防止や安全対策等を講じる。

①子ども一人ひとりに応じた質の高い保育を実
施するため、入園児の状況等に関し、家庭や
関係機関との連携を強化するとともに、保育実
践や保育所内外の研修を通して、子どもの発
達過程等に応じた保育を展開できるよう必要な
知識及び技術の修得、維持、向上を図る。
②安心安全な保育を実施するため、避難訓練
や交通安全指導等を実施し、事故予防や発生
時における体制を確立・強化する。また、施設
及び遊具の安全点検等を実施し、施設の破損
箇所等をいち早く発見し必要な対策を講じる。
さらに、衛生と食品管理の徹底による安心安
全な給食を提供するとともに、子どもの健全な
食生活と心身の成長を図るための食育を推進
する。
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①特別な配慮を要する子どもが増加
傾向にあり、そのうち、特に軽度障が
いの対象児童の増加が顕著である。
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